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は じ め に

病害虫防除 は， 戦後， 特 に 高度経済成長期以後の農業
生産 に お い て ， そ の安定生産上欠 く こ と の で き な い基本

的技術のーっ と な っ て い る 。

食糧 の増産及 び安定生産が急務で あ っ た 昭 和 20 年代

から 30 年代 の前半 にか け て は ， 病害虫防除の た め の薬剤

費及び防除機械の購入 に 対す る 補助 あ る い は 防除機械の

貸 し付 け等が積極 的 に行われた。 防除体制 も ， 集落の ほ

と ん どが出役 し共同 で防除す る 体制 を つ く る よ う 積極 的
に指導 さ れた 。

こ の よ う な技術誘導が な さ れた の は， 病害虫防除 は本

来， 個々 の圏場 ご と に そ の発生状況 を 確認 し て 防除 を 実

施すべ き も の と も い え る が， 水稲の よ う に他の作物 に 比

べで は る か に 広域で栽培 さ れ て お り ， 重要病害虫の多 く

が広域発生 し や す い作物 に つ い て は ， 一斉防除 を 実施 し

た ほ う が防除効果が よ り 上が る か ら で あ り ， い も ち 病等

に つ い て は ， 現在で も な お ， 適期 ・ 一斉防除が よ り 効果

が高 い も の と 考 え ら れ る 。

平成 3 年及 び平成 5 年の水稲の病害虫防除， 特 に ， い

も ち 病の防除 に つ い て は ， 防除の指導体制， 実施体制，

防除体系等 の各面で問題点が顕在化 し た 。 こ れ ら の問題

点、 は， 最近の 農業構造の抱 え る 問題点 と も 密接 に 関係 し

て い る が， こ こ で は ， 平成 5 年の水稲病害虫防除 に つ い

て， 各種検討会等 で報告 さ れた 内容等 を も と に ， 問題点

と そ の対策 に つ い て 検討 を 試み， 今後の水稲病害虫防除

の あ り 方 に つ い て 考察 し て み た い。

I平成5年の水稲病害虫の発生及び防除

の特徴

平成 5 年の夏期の農業生産 は ， 未曾有の不順な気象経

過の影響 を 受 け， 大幅 な減収， 品質低下 を 招 い た 。 特 に

水稲で は戦後最低の作況指数 74 と な り ， 米の緊急輸入 を

余儀 な く さ れ る 等， き わ め て厳 し い 年 と な っ た 。

水稲の減収要因 は ， 7 月 以降の著 し い低温， 日 照不足，

長雨， 集 中豪雨， 相次 ぐ 台風の来襲 な ど気象要因が大 き

いが， こ れ ら の気象条件 は， 病害発生 に と っ て も 好適な

条件で あ り ， 水稲の い も ち 病 も ， 例年 と 異 な り 梅雨明 け
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後の 高温抑制が な く ， 西 日 本 ま で含 め て 全 国 的 に ， 北 日
本型の発生様相 を 示 し ， 8 月 以降 も 発生が継続 し 大 き な
被害 と な っ た 。

平成 5 年の い も ち 病 の 発生 の 特徴 は， 地域間差 も さ る
こ と な がら， 聞場間差が大 き し 防除履歴， 追加防除の
有無等 に よ り ， 隣接園場で あ っ て も ， 同一気象条件下 に
あ っ た 圃場か と 疑 う ほどの差が各地で観察 さ れた 。

こ の 要 因 と し て は ， 次 の よ う な 項 目 が指摘 さ れ て い

る 。

① 品種

消費者の 良食味米志向 と ， 少 し で も 価格 の 高 い 米 を 作
ろ う と い う 農家 の意向か ら ， 近年 コ シ ヒ カ リ ， サ サ ニ シ

キ 等 の 良食味米の作付 げ が増 え て い る が， こ れ ら の 品種

の多 く は い も ち 病抵抗性が弱 く ， 各 県から こ れ ら の 品種

での多発事例が報告 さ れて い る 。

② 施肥

施肥の違 い に よ る 稲の体質 の 変化 は ， い も ち 病 に対す

る 感受性 に 影響 し て お り ， 特 に 窒素 の 多施用 は ， い も ち

病 に対す る 感受性 を 高 め る と い わ れて い る 。

平成 5 年の場合弘 元肥， 牛糞等 の多施用， 穂肥 の不

適切施用等 に よ り 窒素過多 に な っ た 圃場で い も ち 病の 多

発生 を観察 し て い る 。

③ 防除体系

水稲病害虫の 防除体系 は ， 各地域 ご と に例年の病害虫

の発生， 作付 け体系等 に 基づ い て つ く ら れて い る が， 平

成 5 年の場合， 各地域の気象があ ま り に例年 と か け離れ

て い た た め に ， 通常 の 防除体系 で は ， 防除 し き れ なか っ

た 地域 も あ る 。 しか し ， 予防的 な薬剤の有効利用 に よ り

被害 を 回避 し た例が多数報告 さ れて お り ， 今後 の 防除体

系 を考 え る 上で十分検討す る 必要 が あ る 。

④ 防除の 実施状況

病害虫防除 は， 他の稲作作業 に 比べ て ， 適期幅が狭い

が， 近年の， 兼業化の進展， 高齢化 に よ る 労働力不足 を

反映 し て ， 時期 を と ら え た 防除が困難 に な り つ つ あ り ，

土 日 防除， 防除の遅延， 不徹底 も ， 平成 5 年の被害拡大

の原因 と い わ ざ る を 得 な い 。

⑤ そ の他

平年で は い も ち 病の発生が少 な い ， 関東， 東海の 平坦

部 や 西 日 本 で は ， い も ち 病 そ の も の に 対 す る 関心が低

く ， 結果的 に 防除 を怠 っ た と い う こ と が， い も ち 病多発
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の 要因 と な っ た と の報告 も ある。

ま た ， 病害虫発生予察情報及び防除 に 関する情報の伝

達体制， 指導体制 に つ い て も ， その伝達速度， 内容 に つ

い て ， よ り 現場 に 密着 し た も の に 改善す べき と の指摘 も

ある。

E 病害虫防除の特徴

病害虫防除 は， 営農行為 のーっ と し て ， 個々 の農家が

実施す べき も の と 位置付 け ら れ て いるが， 農作業の一環

と し て みた場合， 他の作業 と 比べ て 次 の よ う な特徴があ

る。 裏 を返せ ば， こ れ ら が， 病害虫防除の 問題点 の要因

と も な っ て いる。

① 実施時期が受動的

実施時期が受動的で ある。 病害虫 の発生推移 に対応 し

て 防除適期が決定 さ れる の で， 発生予察 に よ り ある程度

の推定 は つ く も の の ， 受動的 に な ら ざる を得 な い。

② 最適実施期聞が短期間

最適な 実施期聞が他の作業 に比べて狭い。 農薬 に よ る

防除 は， その有効成分の作用特性 に よ っ て ， 防除適期が

病害虫 と の 関係 で決定 さ れる。 予防的 な使用 を 除い て ，

防除時期の幅 はそれほ ど広 く な い。 す な わ ち 短期勝負 を

余儀な く さ れる。

③ 技術的 に 高度

新た な作用特性の 農薬が次々 と 開発 さ れる な ど， 農薬

の作用特性 を 十分 に 引き 出 す た め に は， 病害虫 の発生生

態及び農薬 に対する十分な知識が必要で ある。

④ 防除機械 は専用機械

防除機械 は他の ト ラ ク タ ー な ど と 異 な り ， 汎用性がな

い上に利用期聞が狭 し ま た ， 大規模園場 に 対応 し た 高

能率化， 省力化技術等 に遅れがみ ら れる な ど， 残 さ れた

課題 も 多 い。

⑤ 比較的重労働

労働 と し て と ら え た場合， 病害虫防除は比較的重労働

に 分類 さ れる と 思われる。 個人防除の場合， 防除機械 を

背負 っ て 作業する場合が多 く ， ま た ， 防除衣， マ ス ク ，

防護メ ガ ネ を 着用する こ と が必要 な場合 も 多 く ， 夏場の

労働 と し ては， 相当重労働 と いわ ざるを 得ない。
⑥ リ ス ク が大き い

病害虫防除 は， 失敗 し た場合の被害が大き く リ ス ク が

大き い。 他の作業 よ り も 受託が進み に く い原因の一つ で
は な い か。

⑦ 被害が一戸 に止 ま ら な い

病害虫防除 は， 個々 の農家の作業の遅れ， 防除の放棄

がそ の 圃場の被害だ砂 に と ど ま ら ず， 周辺の 圃場への伝

染源 と なる。 特 に 水稲の よ う に ， 広域 に 同ーの作物が作

付 け さ れ て いる場合 に は ， 点状 に散在 し た 伝染源で あ っ

て も ， 場合 に よ っ て は， 地域的被害 に 直結する恐れが あ

る。

皿 病害虫防除の問題点及び対策

1 防除指噂体制

病害虫 の 防除指導 は， 病害虫防除基準等 を 参考 と し た

防除方法の指導 と ， 発生予察事業 に 基づ く その時々 の病

害虫 の発生状況 に 関 する指導 に よ っ て いるが， 防除所等

に よ る発生予察 は適切 に 実施でき て い て も ， その情報が

適切 に伝達でき て い な い と い う 指摘 が ある 。 具体的 に

は， ①指導機関か ら 現場指導者， 末端農家へ の情報伝達

の遅れ に よ り 防除適期 を逃 し た ， ②現場での指導者の技

術力不足， 知識不足 に よ り 的確な情報 と し て 農家 に伝わ

ら な い (指導者層 の若返 り に よ る経験不足) ， ③専門知識

の な い農家 に も わ かる よ う に 指導内容 を よ り 具体的 に 示

し て欲 し い ， 等の意見が寄せ ら れ て いる。

平成 5 年の水稲病害虫防除指導 の優良事例 を 病害虫防

除所長会議の資料か ら 取 り ま と め ， 表ー 1 に 示 し た 。 い か

に情報 を 農家個人 ま で的確 に 伝 えるか と い う こ と と ， 関
係者が 日 ご ろ か ら 連絡 を 密 に 取る こ と が重要である こ と
カ宝 う カ3カま える。

こ れ ら を 的確 に 実施するた め の 支援 シ ス テ ム と し て ，

今後， ①発生予察技術 ( モニ タ リ ン グ技術 を含む) を よ

り 地域 に密着 し た も の と する こ と ， ②情報の伝達 シ ス テ

ム の改善， ③病害虫防除， 農薬の安全使用指導 も できる

農業指導者の育成， 等が考 え ら れる。

2 防除体系 ( 栽培体系， øe培管理等 を含む)

現在の 防除体系 の 多 く は ， 発生予察 に基づ く 防除 を前

表-1 平成 5 年の水稲病害虫 防除指導の優良事例

事 項 | 優 良 事 例

伝達手段 | 立て看板 ( あぜ道通信"新聞折込有線腿， フ ア
ク シミ リ ， テレホ ンサービス ， 防災無線線， 広報車，
新聞社， テレビ局等 の7ス コ ミの活用 ( 記 者発表， 取
材要請)

指導手段 |現地研修会， 青田巡回指導， 展示圃 ・ 研究聞の設置，
圃場ご と の個別指導， 資料の戸別配布， 栽培暦の活用

末端指導者 |農協， 農業共済， 生産組合， 地域防除協議会， 農業公
社， 等

支援体制 |病害虫防除所， 農業改良普及所， 農業試験場， 市町
村， 農業共済， 農協， 病害虫防除員

緊急的手段|新聞社， テレビ局等への積極的な通報， 現地取材要請
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提 と し て いるが， 平成 5 年の状況 を みる と ， 兼業農家等

では労働力不足か ら ， 予察情報 に 基づ く 防除が実施でき

ず， 土 日 防除 と な り ， 結果的 に い も ち 病 に よ る被害 を招

い た例 も ある。

こ の よ う な 被害 を 回避 し た 代表例の予防的 な薬剤の利

用 も 含 め， 地域 ご と に い も ち 病の発生条件， 栽培体系，

農家の 防除能力等 を 見極 め ， お の お の の条件 に 適 し た復

数の 防除体系 の検討 も 必要 と 考 える。 こ の場合， 種子対

策， 取 り 置き苗の撤去， 適切な施肥管理等 を含 め た 栽培

体系 に も 立 ち 入 っ た 防除指導が必要 と 考 える。

3 防除実施体制

防除実施体制で は ， 広域 を一斉 に 防除できる よ う な体

制 は， 航空防除 を 除 い て は全国的 に 少 な く な っ てき て お

り ， こ の た め， 防除適期 を と ら え た斉一 な 防除が困難 に

な り つ つ ある。

その原因 と し て は， ①農業者の 高齢化， 兼業化等原因

は種々 あるが， 基本的 に 労働力 が不足 し て いる こ と ， ②

共同防除組織が弱体化 し て いる こ と ， ③防除意欲が低下

し て いる こ と ， 等 が あ げ られ て いる。

こ れ ら は， 農業後継者不足， 農業だ け で は経営が成 り

立た な い ， 等 の農業構造の 変化が原因 と も い える。

し た が っ て ， 昭 和 30 年代 に 作 ら れ た よ う な 防除組織 を

単 に 再構築 し よ う と し て も 現状 で は 困難 と の 意見 も 多

い。 防除体制 の 今後の進むべき 方向 と し て は ， ①受 け手

の農家の 多様化 (大規模農家， 小規模 な個人農家， 共同

経営体等) ， ②地域的な分化 (農業地域， 都市周辺等) を

考慮 し て検討す べき で ある。

平成 5 年の優良事例 で も ， 航空防除， 共有の大型防除

機 に よ る も の ， 共済が中心 と な り 出 役 に よ る共同防除 を

実施 し た も の等， それ ぞれ の地域 に 適 し た体制が選択 さ

れて いる。

4 防除機械

防除機械の 問題点 と し て は ， 防除の特徴の項で も 述べ

た よ う に ， ①大型園場 に 対応 し た 高能率防除機械の開発

の遅れ， ②防除機械の省力 化 に 関する研究等 に遅れがみ

られる よ う に 思われる。

平成 5 年の水稲病害虫防除実施体制 の優良事例で使用

さ れ た 防除機械 は， 有人ヘ リ コ プタ ー， 無人ヘ リ コ プタ

ー， ス ーパー ス パ ウ タ ー ス プ レ ー ヤ ー等， 様々 な種類が

ある。 こ れ ら は ， 高能率 な 防除機械で あるが， 適正園場

規模， 必要人員， 防除 コ ス ト 等 に つ い て評価 を進め， 各

種防除体制 に適 し た 防除機械 を 明 ら か に する こ と が重要

である。 な お， 新た な効率的防除機械の開発に 対する期

待 も 大きい。

5 その他の要因

水稲病害虫防除の 問題点 と し て ， 農業の先行きその も

の に対する不安等， 営農意欲その も の の減退 を 指摘する

意見 も ある。 水稲 の場合， 販売価格の決定が通常 の作物

と 異 な り 営農努力が直接的 に 価格 に反映 し に く い と いう

こ と も 防除意欲 に 関係 するか も しれ な い。

W 今後の病害虫防除のあ り 方

病害虫防除 は， 今後 と も 農業生産上の重要な技術であ

る こ と は疑 う 余地が な い。 し か し ， 一 方 で は ， 病害虫 の

発生生態の変化， 栽培形態 の 変化， 農業構造及び農業 を

取 り 巻 く 環境の変化等 に も 柔軟 に 対応 し て い く 必要 が あ

る。

今後， 水稲以外の作物 も 含 め て ， 農家， 地域等が病害

虫の予察防除の面か ら み て優秀 な も の と そ う で な い も の

と に 分離 し て い く こ と が考 え ら れる。 す な わ ち ， 農家 に

つ い て は経営感覚 に優れ病害虫 の 予察及び防除 も 含め て

自己完結できる農家 と 周 囲 の指導者 に 従属 し た 農家への

分離， 地域的 に み た 場合農業その も の を どう位置付 け て

いるか， こ れ ら を 分析 し ， 防除指導体制， 防除実施体制

の整備 に あ たる必要が ある。

ま た ， これか ら の病害虫防除 は ， その経済性の 追求 も

必要であるが， 同時 に環境 に対する配慮 も 今 ま で以上 に

要求 さ れる。 特 に ， 水稲 の 病害虫 ・ 雑草防除 に 使用 さ れ

る薬剤 に つ い て は ， 水質環境 に 対する規制 の 強化及び関

心の高 ま り か ら ， ある意味で は総量規制 と も み られる，

地域 に お ける総使用量の コ ン ト ロ ー ルが必要 な場面 も 予

想 さ れる。

こ の た め に は ， 従来の 防除指導か ら更 に踏み込 ん だ指
導 も 必要であ り ， 病害虫防除所 と 農業改良普及所等他の

指導機関 と の連携の一層 の 強化 も 必要 に なる も の と 思わ

れる。

1 当面の緊急的対策

緊急的 な対応 は ， IIIの項で も 述べた よ う に ， 適期防除

が困難な こ と が明 ら か な農家 に向 け た 防除指導 を 強 める

こ と であ り ， 防除体系 の 見直 し も 含 め て 早急な対応が必

要で ある。

2 防除指導体制

現在の 防除指導体制 は ， 病害虫防除所 を 中心 と し た病

害虫 の発生予察情報の提供 と ， 都道府県の作成 する防除

基準及び防除暦等 を も と に ， 農業改良普及所， 市町村担

当者， 農協の 営農指導員等が実際の農家等 の指導 に 当 た

っ て いる。 こ れ ら の指導体制 は ， そ の情報が時間 的 に も

内容的 に も 迅速 に か つ 適切 に 伝達 さ れ て は じ め て ， 有効

に機能する も の で ある。
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表-2 水稲病害虫防除の今後の見通 し及び対策

今後の見通 し

(予察)
・ 病害虫発生予察情報に対す る 関心の高ま り 。
・ 病害虫発生状況調査法に対す る 関心の高ま り 。

(防除体系)
・ 栽培様式の多様化， 複雑化に伴いよ り きめ細かな防除体系が

必要。
・ 葉 いもち， 穂いもち を 通 じ た予防粒剤防除の増加。
・ 特定 の有効薬剤jへの偏重。 (抵抗性， 耐性の発達問題。 )

(防除の実施)
・ 農家の防除意欲 によって被害の差が増大す る 。
・ 高齢化， 兼業化→適期防除は困難。 (土曜， 目隠防除が主流。 )
.個人防除が主体 と な る 。
・ 防除機具の老朽化が進むが， 小規模農家で は更新困難。
.各種要因か ら 農薬散布 に対す る 制約が強化され る 。
・ 無人ヘ リ コ プターへの期待場加。
-航空防除。

依存度 は更 に 高ま る が， 実施面積 はよ こ ばい か ら 微増。
実施困難地域， 除外地域の増加。 (都市化， 混住化等。 )
航空防除実施地区の見直 し。

(防除指導体制)
・ 市町村の 防除指導体制の弱体化。
・ 病害虫， 農薬 に関す る 知識のない指導者の場加。

結果 と し て， きめ細かな防除指導が困難 にな る 。
し か し，
・ 自己判断ので きな い 農家の増加→よ り き め細かな指導が必

要。
・ 大規模農家→防除要否の自己判断が必要。

(防除体制)
・ 優良地区 と そ の他地域の希離が進む。
・ 地上共同防除組織の停滞， 弱体化が進み， 臨機対応、が困難 に

な る 。
・ 集落単位の出役型地上共同防除組織の復活及び新たな育成 は

困難。
・ 受委託防除， 組織的な対応 (農業公社， 生産組合等) の増加

に期待
・ 防除体制の多様化が進む。

( そ の他)
・ 農家の農外収入 に依存す る割合が増加す る 。
・ 農家 あ る い は地域での水稲の位置づけが低い場合， 水稲防除

に対す る ウ エイ ト が低くな る 。
・ 米価の据え置 き等によ り 営農意欲の減退が進行。
・ 品種。 (抵抗性品種， 感受性の良食味米。 )
・ 良食味米の作付け増大 によ る ， いもち病多発環境の増加。
.農地の荒廃 に伴 う 病害虫の多発条件の鉱大。

必要な対策

(予察)
・ 迅速かつ高精度な発生予察技術の確立。
・ 農協， 生産者団体， 個人農家でも行え る 発生予察手法 の 確

立。
-予察体制の整備， 強化 と 防除組織 と の連携。
・ 予察情報の 多様化。 (受け手のレベル に 合わせたよ り 分か り や

す い予察情報の提供。 )

(防除体系)
・ 水稲防除体系の受け手農家の種類 によ る 見直 し0
.地域ご と の 防除体系の検討。
・ いもち病常発地帯への予防粒剤の普及促進0
・ 新規農薬， 新剤裂の開発 ・ 利用促進。

(防徐の実施)
・ 省力的な薬剤 の 施 用 法 の開発。 (パ ッ ク 剤， 水面展開剤，

等。 )
・ 省力的な防除機械等の開発。 (パン ク ル ス プレーヤー， 等。 )
・ 大規模経営農家 に 合わせた 防除法の開発 ・ 普及。
・ 無人ヘ リ コ プターの有効利用。

オペレーターの養成， 畑作物等への 用途拡大， 低 コ ス ト
化。
防除組織， 受委託防除への活用0

.航空防除。
除外地域の代替防除 (無人へ リ 防除， 粒1\1J防除体系) への
支援。
緊急時 に対応で き る 体制づく り 。
弾力的な配機及び農薬の生産流通体制づく り 。

(防除指導体制)
・ 末端農家まで迅速かつ的確 に伝達可能な情報伝達体制 の構

築。
・ 市町村等地方防除協議会の事業内容の充実。
・ 病害虫防除所 と 農業改良普及所等関係機関 と の連携強化。

(防除体制)
・ 防除組織の整備強化， 育成。 (助成措置， 担い手育成， 等。 )

指導者 と 優秀なオペレーターの育成。
広域防除 の た め の マ ニュアルの策定。
生産者自身が防除要否の判断 を し 防除に生かす た め の 支援
措置。

・ 受委託防除体制の育成 ・ 整備 と 推進0
・ 各種体制に適 し た 防除機械の盤備。

無人ヘ リ コ プター， パン ク ル ス プレーヤ一等。

( そ の他)
・ いもち病抵抗性品種の作出， 実用化。 (同質遺伝子系統。 )
. いもち病抵抗性品種の作付け を増やす施策。
・ 農地の集積化等 による 環境整備。
・ 自治体等 に よ る 防除に対す る 支援。

一一一 4 一一一



病害虫防除 をめぐ る 最近の情勢 と 今後の展開 285 

こ の た め に は， 次の よ う な対策が必要 と な ろ う 。

① 情報 ネ ッ ト ワ ー ク の構築

病害虫発生予察情報， 防除 に 関する技術情報， 農薬の

使用基準 に 関 する情報等 を 迅速 に 提供できる， 情報ネ ッ

ト ワ ー ク が望 ま れる。 し か も ， こ の情報 は ユ ー ザの制限

を極力少 な く し ， 他のネ ッ ト ワ ー ク と の相互利用， 末端

の農業者 ま で含 め た利用 が図れる よ う 配慮 し た も の と な

る こ と が望 ま れる。

② 各層 に お ける指導者の育成

病害虫防除 に 関する情報 は 専門的な も の で あ り ， 指導

体制の各段階 に お い て情報 を 理解 し ， 加工 ・ 提供 の でき

る よ う な人材の育成が必要で ある。 市町村， 農協等が人

事異動等の 問題点が ある と すれ ば， 専業農家 ある い は 県

指導機 関 の OB 等 を活用する こ と も 検討する必要 が あ

る。 特 に ， 地域の 中核 と な り 得る よ う な専業農家 に つ い

て は， 現在の， 農産物の安全性， 環境影響 に関する関心

の 高 ま り を考慮すれ ば， 病害虫 の 発生予察， 防除要否の

判断基準， 農薬の安全使用等 に 関する専門的 な知識の取

得が望 ま れる。

③ 地域 に お げる指導組織

病害虫防除の指導 に つ い て ， ある程度同様の 内容で指

導ができる範囲 を と ら え た 地域 的 な指導組織 も ， 病害虫

防除及び使用 さ れる薬剤 に 関するマ ネ ー ジ メ ン ト を考 え

る上で， 今後 ま す ま す 重 要 に な っ て い く も の と 思 われ

る。

地域 に お ける指導組織 は ， 形式的 な も の で は な く 積極

的な活動が要求 さ れる の で あ り ， 関係者 に対する病害虫

防除及び農薬の安全使用指導の重要性 を啓蒙する必要が

ある。

3 防除体制

防除実施体制 に つ い て は ， 地域の 実状 に対応 し た 適切

な体制 と する こ と が重要 で ある。 防除手段 と し て は， 個

人防除， 共同防除， 第三者機関 に よ る代行， 航空防除等

多様な も の が ある。 今後の 防除体制 も 基本 的 に は こ れ ら

と 同様 の も の に なる も の と 思 わ れる が， 地域 の 農家構

成， 防除機械の整備状況， 病害虫 の発生動 向 等 を 考慮 し

て望 ま し い体制 を検討する こ と が重要で ある。

病害虫防除 を怠 っ た場合 に は周辺への発生源 と も なる

こ と か ら ， 病害虫 の発生する確率が高 い地域で は ， 作付

け面積の相当部分 を カ バー できる よ う に ， その よ う な農
家 も 含 め て 防除が完結でき う る よ う な体制 を検討すべき

である。

こ の た め ， 普及所ある い は市町村単位で， 地域的 な分

析 を 進 め ， 自主的防除 を誘導する の か， 生産組合等 に よ

る受委託防除体制 に する の か， 第 3 者機関 に よ る代行防

除体制 に するの か， ま た ， 地域で採用する防除体系 をど

の よ う な も の に する の か等 の検討 を 進 め ， 地域 に あ っ た

防除体制 を整備する こ と が， 稲作の将来 を 考 える上で特

に重要な課題である。

お わ り に

平成 5 年の い も ち 病の 多 発 に 関 する報告及び検討会の

結果等 を も と に ， 水稲 の今後の病害虫防除の あ り 方 を 考

察 し た が， 残 さ れた 課題 も 多 く ， 継続的 な対応が必要 と

思われる。 病害虫防除が基本的営農技術 と し て佐置付 け

られて い た こ と か ら ， その 重要性が関係者 に 正 し く 認識

さ れ て い な い面 も 否定でき ず， こ の 点 は植物防疫関係者

と し て 反省す べき点 と 考 える。 防除指導体制， 防除実施

体制 の新た なる観点か ら の再構築 に 向 け て ， 農林水産省

と し て も 新た な対応が必要 と 考 え て お り ， 都道府県， 市

町村， 農協等の民間団体， 農薬製造業者等 の お の お の の

段階で積極 的 な対応が と ら れる よ う ご協力 を お願い し て

結び と し た い。

事中， 16 ペ ー ジ の表ー 1 に つき ま し て ， 著者か ら の お 申 し

訂 正 出 に よ り ， 表中 の一部 の 数字 を ， 下記の よ う に訂正 さ せ

5 月 号の 「水田 除草剤 1 kg粒剤 の 開発 と 実用性j の記 て い た だき ま す ( ア ン ダー ラ イ ン部分) 。

表-1 1 キロ粒剤製剤規格 (物理性の目安) (1994) 

薬 剤 名 1 Kg/IO a の散布剤

区 分 粒 径 粒 長 仮比重 粒 数 粒 数 登録状況
商 品 名 試 験 名 (0101) (0101) (g/01l) ( /g )  (/100 c012) 

: 8 : ゴルポ 1 キロ粒剤 75 DPX-84 CG-l Kg 1 . 2  2 . 0  1 . 20 430 4 H . 5 . 1 1 . 8  
一発処理剤:

: 9 : ゴルポ 1 キロ粒剤 51 DPX- 84 CG①ー1 Kg 1 . 2  1 . 7  1. 19 390 4 H . 5 . 1 1 . 8  
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